
（別紙３）

～ 令和　７年　２月　２８日

（対象者数） 62 （回答者数）
60

～ 令和　７年　２月　２８日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・発表の場を増やせるように検討する。

2
畑の収穫から、さらに調理を行い、実際に自分たちで

作ったものを食べる工程まで経験する。

3
音楽鑑賞会を定期的に開催することを検討中。

美術職員の個展の案内を行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・手すりの設置が必要。

・活動時間をずらして行っている。

2 身体活動の時間を他児と一緒にしている。

3

○事業所名 　　　　　Atelierみるく

○保護者評価実施期間
令和　７年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

令和　７年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

建物の構造

・建物の床の高さが異なるため、建物内で

段差が生じている。

・演奏室が隔離されていないので、他の活動の

音が演奏の集中を妨げる。

レッスンによっては他児との交流が少ない。
楽器演奏は個人レッスンになるので、

他児との関わりが少ない。

音楽・美術等の芸術分野に長けている。

専門の職員による指導。

・演奏会や作品発表会を開催し、日頃の成果を

発表する機会を設け、成功体験を積み重ね、

自己肯定感を高めている。

・季節に沿った作品を制作することで、各人の

中にリズムを培うことが出来ている。

畑があり、活動の場も広い。

・目的に合わせて部屋を使用しているため、利用者の

中での切り替えがスムーズに行えている。

（創作する部屋、身体を動かす部屋　など）

・作物を種から収穫まで育てることで、普段食べて

いる野菜や花に対して関心を持ち大切に扱うことが

出来ている。

本物に触れることができる。

・楽器が豊富

（グランドピアノ、アップライトピアノ、チェンバロ

　サンレレ、など）

・良質な画材を使用。

・楽器の構造から観察することで、音楽への興味を

更に引き出している。

・専門職員による音楽鑑賞会の開催の参加を促し、

良質の音楽に触れる機会を設けている。

・良質な画材を使用して、専門職員による高度な

技術を指導している。

事業所における自己評価総括表(放課後等ディサービス） 公表 


